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平成２０年１２月期中間業績予想との差異に関するお知らせ 
 

平成 20 年 12 月期(平成 19 年 12 月 21 日～平成 20 年 12 月 20 日)の業績予想について、平成 20 年４

月 30 日付当社「営業外損失の発生及び平成 20 年 12 月期業績予想の修正に関するお知らせ」及び同日付

当社「平成 20 年 12 月期第１四半期財務・業績の概況」にて発表いたしました中間業績予想に差異が発

生したことを下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 20 年 12 月期中間業績予想の修正 

 

①連結中間業績予想数値の修正（平成 19 年 12 月 21 日～平成 20 年６月 20 日）  (単位：百万円) 

            
売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

１株当たり

中間純利益

 

前回予想（Ａ） 

 

8,679 

  

     59 

 

57 

 

29 

円 銭

5.72 

今回修正（Ｂ）    7,885      △9     △21         48      9.49 

増 減 額（Ｂ－Ａ）    △794    △68 △78 19    － 

増 減 率（％） △9.1     －    － 65.5      － 

（ご参考）前中間期実績 8,892      124      246 116     22.72 

 

 

②個別中間業績予想数値の修正（平成 19 年 12 月 21 日～平成 20 年６月 20 日）  (単位：百万円) 

            
売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

１株当たり

中間純利益

 

前回予想（Ａ） 

 

8,471 

 

58 

 

65 

 

29 

円 銭

   5.72 

今回修正（Ｂ） 7,694        3  0 71     13.99 

増 減 額（Ｂ－Ａ）    △777    △55 △65 42      － 

増 減 率（％） △9.2   △94.8 △100.0 144.8    － 

（ご参考）前中間期実績 8,687      133 264  70     13.89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．修正の理由 

① 中間連結の修正理由 

当中間期の売上高は、天候不順及び物価の上昇などによる消費者の買い控えによる市況の低迷に

加え、売れ筋商品の見極め遅れ及び販売単価の下落により、前回予想からさらに減少する見込みで

あります。前回予想との差異につきましては、第２四半期においては前第２四半期売上高の 46 億８

千３百万円と同程度の売上高を見込んでおりました。紳士靴の売上高は前第２四半期に比べ微減で

推移いたしましたが、夏物婦人靴が全般的に不調で、特にサンダル類が振るわず、当第２四半期の

売上高は 40 億４千万円となり、当中間期の売上高の落ち込みが大きくなり前回予想を修正するもの

であります。 

経常利益につきましては、売上高の減少による売上総利益の減少等により前回予想を大幅に下回

り経常損失となる見込みであります。また、中間純利益は特別利益に固定資産売却益を７千８百万

円計上したことにより、前回予想を上回る見込みであります。 

 

②  中間個別の修正理由 

    当中間期の売上高は、連結の修正理由により前回予想を下回る見込みであります。経常利益につ

きましては、連結の修正理由により前回予想を大幅に下回る見込みであります。また、個別では特

別損失に子会社に対する貸付金を貸倒引当金繰入額に２千３百万円計上いたしましたが、中間純利

益は連結の修正理由により予想を上回る見込みであります。 

 

    

   通期の業績予想につきましては現在精査中でありますので、確定次第お知らせいたします。 

 
（注）上記予想は、発表日現在の情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


